
1/5 

○釧路市精神障がい者入院医療費助成条例施行規則  

平成１７年１０月１１日  

釧路市規則第１３９号  

（趣旨）  

第１条 この規則は、釧路市精神障がい者入院医療費助成条例（平成１７年

釧路市条例第１２２号。以下「条例」という。）の施行について、必要な

事項を定めるものとする。  

（医療保険各法）  

第２条 条例第２条第１号に規定する規則で定める法律は、次に掲げる法律

をいう。  

（１） 健康保険法（大正１１年法律第７０号）  

（２） 船員保険法（昭和１４年法律第７３号）  

（３） 国家公務員共済組合法（昭和３３年法律第１２８号）  

（４） 地方公務員等共済組合法（昭和３７年法律第１５２号）  

（５） 私立学校教職員共済法（昭和２８年法律第２４５号）  

（医療機関の地域）  

第３条 条例第２条第２号に規定する規則で定める地域は、阿寒郡鶴居村と

する。  

（所得の額等）  

第４条 条例第３条第２項各号に規定する規則で定める額並びに同項各号に

規定する所得の範囲及び額の計算方法は、別表によるものとする。  

（受給者証の交付申請書類等）  

第５条 条例第６条の規定による申請は、精神障がい者医療費助成受給資格

者登録申請書に、次に掲げる書類を添えて行わなければならない。  

（１） 住民票の写し  

（２） 国民健康保険法（昭和３３年法律第１９２号）の規定による被保

険者又は第２条各号に掲げる法律の規定による被保険者、加入者、組合

員若しくは被扶養者であることを証する書類  
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（３） 医師の診断書  

（４） 条例第３条第２項第１号に規定する精神障がい者又は同項第２号

に規定する配偶者若しくは扶養義務者の所得の状況を明らかにする書類  

（５） その他市長が必要と認める書類  

２  市長は、前項各号に掲げる書類により証明すべき事実を現有公簿等によ

って確認することができるときは、当該書類の添付を省略させることがあ

る。  

（受給者証の交付）  

第６条 市長は、前条の申請があったときは、必要な審査を行い、条例第３

条に規定する対象者と決定したときは、当該保護者に対して釧路市精神障

がい者医療費受給者証（以下「受給者証」という。）を交付し、同条に規

定する対象者でないと決定したときは、その旨当該保護者に通知するもの

とする。  

（受給対象期間）  

第７条 医療費助成の対象となる期間は、入院した日から退院の日までとす

る。ただし、死亡、転出その他の理由により要件を欠くに至ったときは、

その日までとする。  

（受給者証の更新）  

第８条 受給者証は、毎年７月１日から７月３１日までの間に更新するもの

とする。ただし、市長が特に認めたときは、この限りでない。  

（受給者証の提示）  

第９条 受給者証の交付を受けた保護者は、保険医療機関に医療費の支払を

し、領収書の発行を求めるときは、当該保険医療機関に受給者証を提示し

なければならない。  

（医療費の請求）  

第１０条  保護者が条例第５条第１項の規定による支払を受けようとすると

きは、精神障がい者医療費助成申請書に領収書を添えて市長に請求するも

のとする。  
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２  保険医療機関が条例第５条第２項の規定による支払を受けようとすると

きは、精神障がい者医療費請求書に診療報酬明細書の写しを添えて市長に

請求するものとする。  

３  前２項の規定による請求は、医療を受けた月ごとにまとめ行うものとす

る。  

（医療費の支払等）  

第１１条  市長は、前条の規定による請求を受けた場合には、その内容を審

査し、適正と認めたときは、同条第１項の場合においては当該保護者に対

して、同条第２項の場合においては当該保険医療機関に対して通知し、支

払を行うものとする。  

（届出）  

第１２条  条例第７条の規定による届出（同条第５号に係るものを除く。）

は、医療受給資格関係届書に受給者証を添えて行わなければならない。  

（受給者証の再交付）  

第１３条  保護者は、受給者証を紛失し、又は損傷したときは、受給者証の

再交付を受けなければならない。  

（受給者証の返還）  

第１４条  保護者は、対象者が資格要件を欠いたときは、速やかに受給者証

を返還しなければならない。  

附  則  

（施行期日）  

１  この規則は、平成１７年１０月１１日から施行する。  

（経過措置）  

２  この規則の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、合併前

の釧路市精神障害者入院医療費助成条例施行規則（昭和５２年釧路市規則

第２８号）、阿寒町精神障害者医療費の助成に関する条例施行規則（昭和

５４年阿寒町規則第５号）又は音別町精神障害者医療費の助成に関する条

例施行規則（平成６年音別町規則第８号）（以下「合併前の規則」という。）
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の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの規則の相

当規定によりなされたものとみなす。  

３  施行日の前日までに、合併前の規則の規定により交付された受給者証は、

この規則の相当規定により交付されたものとみなし、その有効期限は、な

お合併前の規則の例による。  

附  則（平成２２年６月１８日規則第４２号）  

（施行期日）  

１  この規則は、公布の日から施行する。  

（釧路市精神障害者入院医療費助成条例施行規則の一部改正に伴う経過措

置）  

２  第１条の規定による改正前の釧路市精神障害者入院医療費助成条例施行

規則第６条の規定により交付された釧路市精神障害者医療費受給者証は、

当該受給者証の有効期間の満了する日までの間は、第１条の規定による改

正後の釧路市精神障がい者入院医療費助成条例施行規則第６条の規定によ

り交付された釧路市精神障がい者医療費受給者証とみなす。  

附  則（令和６年１０月３０日規則第３５号）  

この規則は、令和６年１２月２日から施行する。  

別表（第４条関係）  

条例第３条第２項各号に規定する規則で定める額並びに同項各号に規定す

る所得の範囲及び額の計算方法  

１  条例第３条第２項各号に規定する規則で定める額  

条例第３条第２項各号に規定する規則で定める額は、特別児童扶養手当

等の支給に関する法律施行令（昭和５０年政令第２０７号）第８条第１項

において準用する同令第２条第２項に定める額とする。  

２  条例第３条第２項各号に規定する所得の範囲及び額の計算方法  

（１） 条例第３条第２項各号に規定する所得の範囲は、前年（１月から

７月までの医療に係る医療費の助成にあっては、前々年）の所得とし、

特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令第８条第２項において準
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用する同令第４条の規定によるものとする。  

（２） 条例第３条第２項各号に規定する所得の額の計算方法は、特別児

童扶養手当等の支給に関する法律施行令第８条第４項において準用する

同令第５条の規定によるものとする。  

 


